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1 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要

 

社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透
明
性
を

高
め
、 

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
）が
導
入
さ
れ
ま
す
。

 

具
体
的
に
は
、平
成
28
年
1
月
か
ら
順
次
、国

税
分
野
で
個
人
番
号
及
び
法
人
番
号
の
利
用
が

開
始
さ
れ
、 

申
告
書
及
び
法
定
調
書
な
ど
を
提

出
す
る
方
は
、
こ
れ
ら
の
税
務
関
係
書
類
に
個

人
番
号
や
法
人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

2 

個
人
番
号
及
び
法
人
番
号
に
つ
い
て

 

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
個
人
番
号
及
び
法
人

番
号
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

 

個
人
番
号
は
、12
桁
の
番
号
で
、住
民
票
を
有

す
る
国
民
全
員
に
付
番
さ
れ
、
市
区
町
村
か
ら

通
知
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、
住
民
票
を
有
す
る
中
長
期
在
留
者
や

特
別
永
住
者
等
の
外
国
籍
の
方
に
も
同
様
に
付

番
・
通
知
さ
れ
ま
す
。

 

法
人
番
号
は
、13
桁
の
番
号
で
、設
立
登
記
法

人
な
ど
の
法
人
等
に
付
番
さ
れ
、
国
税
庁
か
ら

通
知
さ
れ
ま
す
。

 

法
人
番
号
は
個
人
番
号
と
は
異
な
り
、
原
則

と
し
て
公
表
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3 

個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
場
合
の

 
 

本
人
確
認
方
法

 

法
定
調
書
提
出
義
務
者
や
源
泉
徴
収
義
務
者

は
、
従
業
員
や
報
酬
な
ど
の
支
払
を
受
け
る
方

か
ら
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
場
合
に
、
本

人
確
認
と
し
て
、
個
人
番
号
の
確
認
と
身
元（
実

存
）
確
認
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

1 

法
人
番
号
の
指
定

 

国
税
庁
長
官
は
、①
設
立
登
記
法
人
、②
国
の

機
関
、 

③
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、
④
こ
れ
ら

以
外
の
法
人
又
は
人
格
の
な
い
社
団
等
で
法
人

税
・
消
費
税
の
申
告
納
税
義
務
又
は
給
与
等
に

係
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
を
有
す
る
こ
と

と
な
る
団
体
に
対
し
て
、
法
人
番
号
を
指
定
し

ま
す
。

 

ま
た
、
上
記
以
外
の
法
人
又
は
人
格
の
な
い

社
団
等
で
も
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

国
税
庁
長
官
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
人

番
号
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

な
お
、
法
人
番
号
は
1
法
人
に
対
し
1
番
号

の
み
指
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
法
人
の
支
店
や
事

業
所
等
に
は
指
定
さ
れ
ま
せ
ん
。（
個
人
事
業
者

の
方
に
は
、法
人
番
号
は
付
番
さ
れ
ま
せ
ん
。）

（
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
一
人
ひ
と
り
に
お
届
け
し
ま
す
！
）

あ
な
た
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
人
番
号
に
つ
い
て

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

公平・公正な社会の実現

国民の利便性の向上

行政の効率化

行政機関が国民の所得状況などを把握しやすくなり、不正受給を防止できます。

申請時に必要な課税証明書といった資料の添付を省略できるようになります。

行政機関での作業の無駄が削減され、手続きがスムーズになります。

本人確認を行うときに使用する書類の例

社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせ

・平成27年10月以降、市区町村から通知される「通知カード」及び運転免許証など
・個人番号カード（本人が市町村等に交付を申請し、通知カードと引き換えに交付を受けるカード）

・内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
・マイナンバーのコールセンター（全国共通ナビダイヤル）0570̶20̶0178

※ナビダイヤルは通話料がかかります。　平日９時半～ 17 時 30 分
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2 

源
泉
徴
収
義
務
者
が
給
与
所
得

者
か
ら
提
出
を
受
け
る
書
類
の
主

な
変
更
点

 
（
1
）「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除

等（
異
動
）申
告
書
」へ
の
個

人
番
号
又
は
法
人
番
号
の
記

載

 

源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
平
成
28
年

1
月
1
日
以
降
、
給
与
所
得
者
か
ら

給
与
所
得
者
本
人
、
控
除
対
象
配
偶

者
及
び
控
除
対
象
扶
養
親
族
等
の
個

人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
「
給
与
所
得

者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」

の
提
出
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
こ
の
申
告
書
の
提
出
を
受

け
た
源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
そ
の
申

告
書
に
源
泉
徴
収
義
務
者
の
法
人
番

号（
個
人
の
方
は
個
人
番
号
）を
付
記

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
（
2
）「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除

等（
異
動
）申
告
書
」の
提
出

を
受
け
る
際
の
本
人
確
認

 

源
泉
徴
収
義
務
者
が
給
与
所
得
者

か
ら
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
場

合
に
は
、
本
人
確
認
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 

な
お
、
源
泉
徴
収
義
務
者
が
本
人

確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
は
、
個

人
番
号
の
提
供
を
行
う
給
与
所
得
者

本
人
の
み
で
す（
控
除
対
象
配
偶
者
、

控
除
対
象
扶
養
親
族
等
の
本
人
確
認

は
、
給
与
所
得
者
が
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。）。

 私たちは東日本大震災で被災し
た地域の農業振興をお手伝いする

ために、地域の気候にあった園芸作物栽培法を確立し、その
作物を地域の新しいブランド商品として流通・販売の支援を
することを目的とし活動を続けています。現在、三陸地域の気
候にあった作物として、ミニカリフラワー、クッキングトマト、
夏どりイチゴの栽培法を考案し、現地の生産と共に地域ブラン
ド化を目指しています。
　栽培試験の過程で、早どりするとより美味しく実ることが分
かったカリフラワーは、小さな花蕾の可愛らしさと、おいしさ
を表現する「姫かりふⓇ」の名称で、岩手大学より商標登録さ
れました。すでにレストラン等との取引がある「姫かりふⓇ」
ですが、震災からの復興を目的として生産したカリフラワーに
商標を無償で使用できるようにすることで、新しい三陸のブラ
ンド商品として羽ばたくことを期待しています。
　すでに栽培法が確立されたクッキングトマトは、生産地の三
陸と消費地をつなぐ流通システムを構築する段階に入り、昨年

度は、盛岡や東京の発注者と陸前高田市の生産者がメーリン
グリストで取引を行う体制を整えました。また、クッキングト
マトを簡単に美味しく食べる調理法を広めつつ、消費者の動向
を調査するために、材木町のよ市で昨年８月と９月に３回、販
売イベントを開催しました。開催２度目からは、前回購入し美
味しかったから、とリピーターが数多く訪れ好評を博しました。
今年度はさらに輪が広がるように生産と流通システムの構築を
進める予定です。
　田野畑村のシイタケ生産者に導入された入門者用夏どりイ
チゴの栽培システムは、入門用の役割を果たし、生産者が初
めて栽培したにもかかわらず、夏を通してイチゴが出荷されま
した。そこで、その栽培や販売の方法、課題を議論するために、
10月に研究会「三陸で夏イチゴを作ろう in 田野畑」を開催し
たところ、本県だけでなく、東京、青森から 40 名近くの参加
者が活発に討議し、夏イチゴ生産拠点として、三陸のポテンシャ
ルの高さが感じられました。研究会が巡り合わせとなり、大槌
町にもこの夏イチゴ栽培システムが導入されました。

「栽培支援から流通・加工支援へと広がる活動」
岩手大学三陸復興推進機構　農林畜産業復興推進部門　園芸振興班

　農学部准教授　松嶋　卯月

いま、
大学
では

連載コラム̶̶ ̶Vol.36

2 

法
人
番
号
の
通
知

 

法
人
番
号
は
、平
成
27
年
10
月
以
降
、書
面
に

よ
り
通
知
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

設
立
登
記
法
人
に
つ
い
て
は
、
番
号
の
指
定
後
、

登
記
上
の
本
店
所
在
地
に
通
知
書
を
お
届
け
し

ま
す
。

 
（
注
）
設
立
登
記
法
人
が
本
店
所
在
地
の
登

記
の
変
更
手
続
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

変
更
前
の
本
店
所
在
地
に
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

3 

法
人
番
号
の
公
表

 

法
人
番
号
は
、
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト（
法
人
番
号
の
公
表
サ
イ
ト
）を
通
じ
て
公
表

し
ま
す
。

 

公
表
サ
イ
ト
で
は
、
利
用
さ
れ
る
方
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
公
表
す
る

3
情
報（
①
名
称
、②
所
在
地
、③
法
人
番
号
）の

検
索
や
デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
可
能
と
し
ま

す
。

1 

源
泉
徴
収
義
務
者
が
税
務
署
に
提
出
す
る

書
類
の
主
な
変
更
点 

 

源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
平
成
28
年
1
月
1
日

以
降
に
申
請
書
、
届
出
書
等
を
税
務
署
に
提
出

す
る
際
に
、
源
泉
徴
収
義
務
者
の
法
人
番
号（
個

人
の
方
は
個
人
番
号
）
を
記
載
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 源

泉
所
得
税
に
関
す
る

事
務
で
の
取
扱
い

国税に関する社会保障・税番号制度の最新情報

・国税庁ホームページのトップページ上の　　　　　　　　 をクリック
　http://www.nta.go.jp/sonota/sonota/osirase/mynumberinfo/index.htm
　最新情報は、随時更新していきますので、お知らせコーナーをご覧ください。
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【
問
】  

　
源
泉
徴
収
が
必
要
な
報
酬
・
料
金
等

の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳
し
く
教
え
て
く
だ

さ
い
。

【
答
】  

　
源
泉
徴
収
が
必
要
な
報
酬
・
料
金
等

の
範
囲
は
、
そ
の
報
酬
・
料
金
等
の
支
払

を
受
け
る
者
が
、
個
人
で
あ
る
か
法
人
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
　
報
酬
・
料
金
等
の
支
払
を
受
け
る
者
が

個
人
の
場
合
の
主
な
源
泉
徴
収
の
対
象
と

な
る
範
囲

　
　
・
原
稿
料
や
講
演
料
な
ど

　
　
・
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
司
法
書
士
等

の
特
定
の
資
格
を
持
つ
人
な
ど
に
支
払

う
報
酬
・
料
金

　
　
・
プ
ロ
野
球
選
手
、プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
、

モ
デ
ル
や
外
交
員
な
ど
に
支
払
う
報

酬
・
料
金

　
　
・
芸
能
人
や
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
営

む
個
人
に
支
払
う
報
酬
・
料
金

　
　
・
ホ
ス
テ
ス
な
ど
に
支
払
う
報
酬
・
料
金

　
２

　
報
酬
・
料
金
等
の
支
払
を
受
け
る
者
が

法
人
の
場
合
の
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る

範
囲

　
　
・
馬
主
で
あ
る
法
人
に
支
払
う
競
馬
の
賞

金

【
問
】  

　
報
酬
・
料
金
等
の
源
泉
徴
収
を
行
う

場
合
の
注
意
点
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ

さ
い
。

【
答
】  

　
特
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
ご
注
意
願

い
ま
す
。

　
１
　
謝
礼
、
研
究
費
、
取
材
費
、
車
代
な
ど

の
名
目
で
支
払
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
実

態
が
報
酬
・
料
金
等
と
同
じ
で
あ
れ
ば
源

泉
徴
収
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

報
酬
・
料
金
等
の
支
払
者
が
、
直
接
交
通

機
関
等
へ
通
常
必
要
な
範
囲
の
交
通
費
や

宿
泊
費
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
報

酬
・
料
金
等
に
含
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２

　
報
酬
・
料
金
等
の
額
の
中
に
消
費
税
の

額
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
、
消
費
税
の
額
を
含
め
た
金
額
が
源
泉

徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
請

求
書
等
に
お
い
て
、
報
酬
・
料
金
等
の
額

と
消
費
税
の
額
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
報
酬
・
料
金
等
の
額

の
み
を
源
泉
徴
収
の
対
象
と
す
る
金
額
と

し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
３

　
復
興
特
別
所
得
税
（
＋
2.1
％
）
の
徴
収

も
お
忘
れ
な
く
！

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

盛岡税務署からのお知らせ

平成27年度国家公務員
「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ

　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・
徴収・検査や指導などを行う税務のスペシャリストです。

◯受験資格
１ 昭和 60年４月２日から平成６年４月１日生まれの者
２ 平成６年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
 （１）大学を卒業した者及び平成 28年３月までに大学を卒業する見込みの者
 （２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

◯受験申込受付期間
　・インターネット：平成 27 年４月１日（水）から４月 13 日（月）まで
　・郵送又は持参：平成 27 年４月１日（水）から４月２日（木）まで

◯受験申込方法
　受験申込みは原則インターネット申込みとする。
　郵送又は持参用受験申込書の請求は、最寄りの税務署、仙台国税局人事第二
課又は人事院東北事務局へ行う。

◯第１次試験日
　平成 27 年６月７日（日）

◯試験に関するお問い合わせ先
　仙台国税局人事第二課試験研修係　022‒263‒1111　内線 3236

や
さ
し
い
税
金
教
室

源
泉
徴
収
が
必
要
な
報
酬
・
料
金
等
と
は
？
盛
岡
税
務
署

税
金
は
身
近
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
身
は
複
雑
で
す
。

こ
の
項
は
、
盛
岡
税
務
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
シ
リ
ー

ズ
で
身
近
な
税
金
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

７つの間違い探し
上
の
絵
と
下
の
絵
に
は
相
違
点
が
７
カ
所
あ
り
ま
す
。（
答
え
は
７
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
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6
競
技
11
種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。本
市
を
訪
れ

る
選
手
、役
員
、観
客
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る
た

め「
清
掃
活
動
」や「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」に
取
り

組
み
、
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
大
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

 

現
在
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
国
体

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
大
会
運
営
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
「
八
幡
平
市
国
体
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。国
体
を
成

功
に
導
く
た
め
に
も
、皆
さ
ん
の
ご
支
援
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❷
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
を
介
し
て
西
根
・
松
尾
・
安
代
の

3
地
域
を
つ
な
ぎ
、一
体
感
の
醸
成
を
図
る
。

❸
雄
大
な
景
観
を
庁
舎
の
風
景
に
つ
な
ぐ
。

❹
地
域
の
活
力
を
施
設
整
備
に
つ
な
ぐ
た
め
、

地
産
地
消
の
デ
ザ
イ
ン
を
利
用
す
る
。

❺
み
ん
な
に
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

で
、人
と
人
、心
と
心
を
つ
な
ぐ
。

 

ま
た
、
冷
暖
房
設
備
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
地
中
熱
を
利
用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
を
導
入
。こ
れ
に
よ
り
、
年
間
約
92
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
北
森
駅
の
移
設

 

本
市
は
、
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
12
駅
を
所
有
す
る
交

通
基
盤
が
整
っ
た
地
域
で
す
。新
庁
舎
建
設
に

当
た
り
、こ
の
特
長
を
生
か
し
、鉄
路
を
中
心
と

し
た
公
共
交
通
機
関
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
新
庁
舎
隣
に
北
森
駅
を
移
設
。27
年
3
月
14

日
、
歩
行
者
専
用
の
自
由
通
路「
結
ロ
ー
ド
」と

と
も
に
落
成
し
、利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

 

幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
2
8
2
号
か
ら
の
庁

舎
と
駅
利
用
に
対
応
す
る
た
め
、
駅
前
に
交
通

広
場
も
整
備
中
。庁
舎
と
駅
舎
を
自
由
通
路
で

結
び
、
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、通
勤
・
通
学
の
利
便

性
を
高
め
て
い
ま
す
。

 

全
国
的
に
見
て
も
、
庁
舎
と
Ｊ
Ｒ
駅
舎
を
併

設
し
た
自
治
体
は
珍
し
く
、
特
徴
あ
る
施
設
が

完
成
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
一
度
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
国
体
成
功
に
向
け
て

 
「
2
0
1
6
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
で
は
、
本

市
を
会
場
に
、
冬
季
大
会
と
本
大
会
を
合
わ
せ
、

 

八
幡
平
市
は
、平
成
17
年
9
月
1
日
、旧
西
根

町
・
松
尾
村
・
安
代
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。北
東
北
3
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
東
北

自
動
車
道
、国
道
2
8
2
号
、Ｊ
Ｒ
花
輪
線
が
縦

貫
す
る
北
東
北
の
交
流
新
拠
点
と
し
て
、
恵
ま

れ
た
交
通
環
境
に
あ
り
ま
す
。

 

26
年
秋
に
は
、
合
併
に
伴
う
重
点
事
業
の
一

つ
で
あ
る
八
幡
平
市
役
所
新
庁
舎
建
設
事
業
が

完
了
。11
月
25
日
に
開
庁
を
迎
え
、
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。

 

こ
と
し
、本
市
は
、町
村
合
併
・
市
制
施
行
10

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る「
農（
み
の
り
）と
輝（
ひ
か
り
）

の
大
地
」の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
や
観
光
の
振
興
を
は
じ
め
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
な
ど
、
多
く

の
施
策
の
充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
新
庁
舎
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
つ
な
ぐ
」

 

新
庁
舎
は
、
21
年
5
月
に
策
定
し
た「
庁
舎
建

設
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、
次
の
5
つ
の「
つ
な

ぐ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
建
設
し
ま
し
た
。

❶
市
役
所
・
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
・
Ｊ
Ｒ
北
森
駅
・

駐
車
場
を
つ
な
ぎ
、市
民
協
働
・
交
流
の
拠
点

「
結ゆ
い

の
ひ
ろ
ば
」を
整
備
す
る
。

わ
が
ま
ち
探
訪

八
幡
平
市

新
庁
舎
開
庁
〜
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
拠
点
へ

平成26年11月25日、市内園児がくす玉を割って新庁舎開庁を祝福

26年９月27日、市民の皆さんが競技会場のごみ拾いを実施
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研
修
・
交
流
事
業

　
青
年
部
会
に
よ

る
「
租
税
教
室
・
税

金
ク
イ
ズ
」
が
１
月

15
日
盛
岡
市
立
高

校
、
２
月
３
日
盛
岡

市
立
土
淵
中
学
校

で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
立
高
校

で
は
３
年
生
の
４
組

と
５
組
を
対
象
に
２

校
時
続
け
て
実
施
。

土
淵
中
学
校
は
今

回
初
め
て
の
開
催
で

し
た
。

　

　
ま
た
、
女
性
部
会
に
よ
る
「
税
金
出
前
教
室
」
が
２
月
３
日

土
淵
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
月
実
施
予
定
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
の
た
め
延
期
に
な
っ
て
い
た
も
の
。

　
小
学
校
で
は
子
供
た
ち
に
も
身
近
な
消
費
税
の
話
や
学
校
、

警
察
、
消
防
の
仕
事
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
、

中
学
校
で
は
や
や
具
体
的
に
税
金
の
種
類
な
ど
を
、
そ
し
て
高

校
で
は
会
社
員
を
モ
デ
ル
に
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
税
金
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
盛
岡
税
務
署
指
導
の
も
と
、
わ
か
り

や
す
く
、
児
童
生
徒
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
盛
岡
法
人
会
主
催
の
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
17
日
、
岩
手
県
法
人
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参

加
14
名
。
今
回
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
活
用
の
第
２
弾
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
戦
略
」
が
テ
ー
マ
。
参
加
者
一

人
ひ
と
り
が
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
持
っ
て
基
本
編
か
ら
応
用
編
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
自
社
サ
ー
ビ
ス
の
動

画
を
ア
ッ
プ
す
る
技
な
ど
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
入
社
員
が
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
片
手
に
出
勤
す
る
時
代
。
会
社
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
ど
う
対
応

す
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
と
、
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

土淵小学校

土淵中学校 盛岡市立高校

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
戦
略
　

青
年
部
会
・
女
性
部
会

小
中
高
校
で
租
税
教
室
・
税
金
出
前
教
室
を
開
催

　

深
海
探
査
機
「
江
戸
っ
子
１
号
」
は
東
京
下
町
の
町
工
場

（
ま
ち
こ
う
じ
ょ
う
）
が
中
心
に
な
っ
て
開
発
。
２
０
１
３
年

11
月
、
千
葉
県
沖
の
日
本
海
溝
水
深
７
，８
０
０
メ
ー
ト
ル
で

深
海
魚
の
群
れ
な
ど
を
３
D
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
で
撮
影
す
る
こ
と

に
成
功
、
世
界
初
の
快
挙
と
し
て
話
題
に
な
っ

た
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
産
学
官
プ
ラ
ス
金

（
金
融
機
関
）連
携
の
組
織
で
進
め
ら
れ
、
東
京

東
信
用
金
庫
（
本
店
：
東
京
都
墨
田
区
）
が
事

務
局
を
務
め
た
。
同
金
庫
理
事
長
の
澁
谷
哲
一

氏
と
盛
岡
信
用
金
庫
理
事
長
で
盛
岡
法
人
会

副
会
長
の
佐
藤
利
久
氏
の
関
係
か
ら
今
回
の
講

演
が
実
現
。
講
演
で
は
初
め
に
澁
谷
理
事
長
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
説
明
、
そ
の
あ
と
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
委
員
長
を
務
め
た
浜
野
氏
が

「
江
戸
っ
子
１
号
」
の
着
想
か
ら
実
験
成
功
に

至
る
過
程
と
成
果
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大

阪
の
町
工
場
グ
ル
ー
プ
が

開
発
し
た
人
工
衛
星
「
ま

い
ど
1
号
」
に
刺
激
を

受
け
、「
な
ら
ば
東
京
は

深
海
だ
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

東
京
東
信
用
金
庫
が
経
産
省
の
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
の

窓
口
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
提
案
が
持
ち
込
ま
れ
、
こ

れ
を
澁
谷
理
事
長
が
芝
浦
工
業
大
学
に
も
ち
か
け
、
さ
ら
に

ジ
ャ
ム
ス
テ
ッ
ク
（
J
A
M
S
T
E
C
＝
日
本
海
洋
開
発
機

構
）
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
学
官
金
の
連
携
が
で

き
た
。
そ
の
後
、
ガ
ラ
ス
、
ゴ
ム
、
金
属

切
削
、
電
気
電
子
制
御
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

射
出
成
型
な
ど
の
町
工
場
を
糾
合
、
大
手

電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
技
術
者
も
参
加
し
、

最
終
的
に
民
間
12
社
と
ジ
ャ
ム
ス
テ
ッ
ク

の
５
グ
ル
ー
プ
、
東
京
工
業
大
学
の
先
生

方
が
加
わ
り
、
産
学
官
金
の
連
携
組
織
と

な
っ
た
。

開
発
目
標
は
、
深
海
８
，０
０
０
メ
ー
ト

ル
で
魚
類
の
３
D
動
画
映
像
を
撮
影
す
る

探
査
機
を
つ
く
る
こ
と
。
し
か
も
、
小
型

で
人
が
持
ち
運
べ
て
、
漁
船
に
載
せ
て
移

動
し
ど
こ
で
も
容
易
に
使
う
こ
と
が
で
き

新
春
講
演
会
・
新
年
交
賀
会

澁
谷
哲
一
氏
・
浜
野
慶
一 

氏
・
坂
本
広
行
宮
司
が
講
演

講
演
第
１
部

町
工
場
が
つ
く
っ
た
深
海
探
査
機

「
江
戸
っ
子
１
号
」
の
開
発
と
成
果

東
京
東
信
用
金
庫
理
事
長
　
澁
谷 

哲
一 

氏

㈱
浜
野
製
作
所
代
表
取
締
役
　
浜
野 

慶
一 

氏

　
盛
岡
法
人
会
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
合
同
の
新
春
講
演
会
・
新
年
交
賀
会
が
２
月
９
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー

ウ
イ
ン
グ
で
会
員
、
非
会
員
合
わ
せ
て
１
４
９
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
盛
岡
法
人
会
・
熊
谷
祐
三
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
講
演
第
１
部
は
深
海
探
査
機
「
江
戸
っ
子
１
号
」
の
開
発
で
話
題
を
呼
ん

だ
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
澁
谷
哲
一
氏
（
東
京
東
信
用
金
庫
理
事
長
）
浜
野
慶
一
氏
（
東
京
・
㈱
浜
野
製
作
所
代
表
取
締
役
）
が
「
よ

り
強
い
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
第
２
部
で
は
恒
例
の
「
干
支
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
」
を
盛
岡
城
趾
鎮
座
・

桜
山
神
社
の
坂
本
広
行
宮
司
が
語
っ
た
。

講演会のようす

澁谷哲一　氏
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地
域
活
性
型
カ
ー
ド
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ－

Ｊ
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
青
年
部
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
18
日
、
岩
手
県
法
人
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ－

Ｊ
」
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
機
能
を
も
つ
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
お
買
い
物
カ
ー
ド
で
、

盛
岡
市
内
の
商
店
会
な
ど
が
発
行
し
て
い
る
お
買
い
物
カ
ー
ド

を
こ
れ
に
集
約
し
て
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
。
盛
岡
商
工
会
議
所
の
会
員
会
社
な
ど
が
株
主
と
な
っ
て

26
年
11
月
、
盛
岡
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
株
式
会
社
（
代
表
取

締
役
社
長
：
谷
村
邦
久
・
盛
岡
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
設
立
。

27
年
度
中
に
参
加
店
を
募
集
し
、
運
用
を
開
始
す
る
。

　
こ
の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
盛
岡
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
株
式

会
社
の
紺
野
極
氏
が
そ
の
狙
い
や
運
用
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
新
入
社
員
養
成
講
座
が
３
月
12
日
、
岩
手
県
法
人
会
館
で
開

催
さ
れ
、
会
員
企
業
な
ど
に
入
社
し
た
12
人
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
講
座
の
ポ
イ
ン
ト
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
４
人

ず
つ
に
分
か
れ
て
、
初
め
て
会
っ
た
人
と
話
し
合
い
、
意
見
を

出
し
合
い
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
、
と
い
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
自
分
で
は
考
え
つ
か
な
い
こ
と
が
メ
ン

バ
ー
か
ら
出
て
、い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

人
の
考
え
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
講
師
は
ヒ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
及
川
敦

子
さ
ん
。

パソコンセミナー。使うほどに便利さを実感…青年部会 公開セミナー。紺野 極 氏新入社員養成講座

４ページ
７つの間違い
探しの答え

①
巻
物
の
色

　
②
笠
の
向
き

　
③
襟
の
ラ
イ
ン

　
④
は
ね
た
髪
（
中
央
）

⑤
笹
（
中
央
上
）
　
⑥
眼
（
右
上
）
　
⑦
拳
（
グ
ー
、
パ
ー
）

青
年
部
会 

公
開
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
型
カ
ー
ド

「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ‒

Ｊ
」
を
学
ぶ

新
入
社
員
養
成
講
座 

ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
…

る
小
型
で
安
価
な
探
査
機
、

と
い
う
設
定
。

ジ
ャ
ム
ス
テ
ッ
ク
は
世

界
一
を
誇
る
６
，５
０
０

メ
ー
ト
ル
ま
で
潜
水
可
能

な
有
人
深
海
探
査
機
を

持
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
最
先
端
技
術
を
見
聞
し
た
り

深
海
調
査
の
勉
強
を
重
ね
た
。
そ
の
中
で
、
機
械
装
置
に
外
国

製
の
部
品
が
使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

部
品
の
国
産
化
に
挑
戦
し
た
。
80
気
圧
（
人
差
し
指
１
本
の
上

に
軽
自
動
車
１
台
乗
っ
た
ぐ
ら
い
の
重
量
）
に
耐
え
る
ガ
ラ
ス

球
を
つ
く
る
こ
と
や
、
深
海
に
あ
る
探
査
機
と
の
通
信
（
音
波

信
号
）
が
確
実
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
未
知
の
世

界
へ
向
か
う
技
術
開
発
だ
っ
た
。

完
成
し
た
「
江
戸
っ
子
１
号
」
は
、
耐
圧
ガ
ラ
ス
球
を
タ
テ

に
３
個
繋
げ
て
フ
レ
ー
ム
で
組
み
立
て
た
形
。
ガ
ラ
ス
球
の
中

に
カ
メ
ラ
や
照
明
機
器
、
通
信
機
器
、
泥
採
集
装
置
な
ど
を
設

置
。
こ
れ
に
重
り
を
つ
け
て
海
底
に
沈
め
、
着
床
し
た
あ
と
稼

働
さ
せ
、
そ
の
後
、
通
信
で
重
り
を
切
り
離
し
、
浮
力
で
海
上

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
そ
の
位
置
を
G
P
S
で
追
っ
て
船
で

回
収
す
る
。
試
験
を
重
ね
て
２
０
１
３
年
９
月
、
い
よ
い
よ
本

番
。
と
こ
ろ
が
現
地
洋
上
に
着
い
た
も
の
の
台
風
の
た
め
実
験

断
念
。
実
験
船
の
手
配
や
研
究
者
ス
タ
ッ
フ
の
態
勢
を
整
え
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
再
挑
戦
は
２
年
待
ち
か
と
思
わ
れ
た
が
、

そ
こ
は
産
学
官
金
ト
ッ
プ
に
よ
る
牽
引
力
で
、
２
ヵ
月
後
に
は

再
び
現
地
洋
上
へ
。

実
験
機
は
３
機
。
２
号
機
を
水
深
４
，０
０
０
メ
ー
ト
ル
ま

で
、
３・４
号
機
を
７
，８
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
投
下
。
そ
し
て

稼
働
―
重
り
切
り
離
し
―
浮
上
―
回
収
。
ど
こ
に
浮
上
す
る
か

わ
か
ら
な
い
た
め
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
が
、

G
P
S
が
計
画
通
り
作
動
し
無
事
に
３
機
と
も
回
収
。
持
ち

帰
っ
た
カ
メ
ラ
に
写
っ
て
い
た
の
は
研
究
者
た
ち
を
驚
か
せ
る

映
像
。
３・
４
号
機
が
撮
影
し
た
の
は
シ
ン
カ
イ
ク
サ
ウ
オ
。

探
査
機
の
下
に
縛
り
つ
け
た
餌
（
サ
バ
、
サ
ン
マ
）
に
と
り
つ

い
て
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
。
２
号
機
は
ソ
コ
ダ
ラ
を
と
ら
え
た

（
こ
の
映
像
は
ネ
ッ
ト
検
索
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
第
43
回
日
本
産
業
技
術
大
賞
の
審
査
員

特
別
賞
を
は
じ
め
海
洋
立
国
推
進
功
労
者
表
彰
（
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
）、産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
（
同
）
な
ど
を
受
賞
し
た
。

以
下
、
浜
野
氏
談
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
企
業
が
い
ま
元
気
に
前
を
向

い
て
進
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
成
功
し
た
と
言
っ
て
い

い
と
思
い
ま
す
。
耐
圧
ガ
ラ
ス
球
が
新
し
く
開
発
さ
れ
た
り
業

種
、
地
域
を
越
え
た
繋
り
が
で
き
た
こ
と
、
あ
る
い
は
多
く
の

人
に
海
洋
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
産

学
官
金
と
い
う
新
し
い
形
の
連
携
の
実
例
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
も
成
果
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
」。

坂
本
宮
司
の
今
年
の

ご
託
宣
は
こ
れ
ま
で
に
比

べ
て
先
行
き
に
明
る
さ
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

「
未
」
と
い
う
漢
字
は
、

木
の
上
に
土
が
合
わ
さ
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
だ
土
の
中
に
木
が
埋
ま
っ
て
い
て
伸
び

き
ら
な
い
状
態
を
指
す
。
葉
も
実
も
熟
し
て
い
な
い
の
で
あ
ま

り
よ
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
葉
も
広
が
っ
て

く
る
。
つ
ま
り
、
努
力
す
れ
ば
よ
く
な
る
こ
と
を
表
す
。

分
野
別
に
は
、
株
も
農
業
も
先
行
き
不
透
明
な
の
で
、
し
っ

か
り
大
地
に
足
を
つ
け
て
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
が
肝
心
。

未
年
生
ま
れ
の
人
は
穏
健
、
正
直
で
慈
善
心
に
富
み
、
信
仰

心
が
篤
い
が
、
苦
労
性
で
涙
も
ろ
く
、
ひ
弱
で
用
心
深
く
、
と

も
す
れ
ば
厭
世
的
に
な
り
や
す
い
。
自
ら
心
を
盛
り
立
て
陽
気

に
活
発
に
暮
ら
す
な
ら
ば
引
き
立
て
ら
れ
て
大
成
功
す
る
こ
と

が
あ
る
、
と
い
う
。

講
演
第
２
部

「
未
の
字
は
木
の
上
に
土
。
こ
れ
か
ら
葉
も

広
が
り
…
努
力
を
す
れ
ば
よ
く
な
る
年
」

盛
岡
城
趾
鎮
座
・
桜
山
神
社
　
坂
本 

広
行  

宮
司

浜野 慶一　氏

坂本 広行　宮司



■女性部会設立20周年記念
　講演会

４月23日（木）
ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング

■青年部会・女性部会事業報告会 ４月23日（木）同上

■第１回決算説明会 ５月中旬予定　岩手県法人会館

■第3回通常総会 ６月８日（月）
ホテルメトロポリタン盛岡本館

■相続対策、事業承継セミナー ６月中旬予定　岩手県法人会館

■中堅社員養成講座 ７月中旬予定　岩手県法人会館

詳しいことのお問い合わせは　盛岡法人会　℡.019-654-4955　Fax.019-651-4055

　
新
年
度
に
な
り
、
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
と
一
見
し
て
分
か
る
学
生
や

社
会
人
の
方
を
多
く
見
か
け
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
春

の
陽
射
し
と
香
り
に
後
押
し
さ
れ
、
何
か
に
出
会
え
そ
う
な
、
何
か

に
挑
戦
し
た
い
よ
う
な
前
向
き
で
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
ド
ア
派
な
私
で
す
が
、
今
年
は
本
誌
に
あ
り
ま
す
「
わ
が
ま

ち
探
訪
」
や
「
行
事
予
定
」
を
参
考
に
い
ろ
い
ろ
出
か
け
て
み
よ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
一
緒
に
春
風
に
誘
わ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？

（
C
・
F
）

【
編
集
後
記
】
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盛岡法人会の行事案内

　
公
益
社
団
法
人
盛
岡
法
人
会

は
、盛
岡
市
、八
幡
平
市
、
滝
沢

市
、紫
波
町
、矢
巾
町
、雫
石
町
、

岩
手
町
、
葛
巻
町
、
に
本
社
を

置
く
企
業
（
法
人
）の
経
営
者
及

び
賛
助
会
員
、
個
人
を
会
員
と

す
る
団
体
で
、
会
員
相
互
の
交

流
と
研
修
、
社
会
貢
献
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●啄木忌
　4月13日（月）　宝徳寺　盛岡市玉山区渋民 2-1
●徳丹城春まつり
　4月29日（水／祝）　矢巾町大字西徳田徳丹城址公園
●盛岡さくらまつり
　4月18日（土）～5月6日（水／祝）盛岡城跡公園（岩手公園）、
　　　　　　　　　高松の池　
●桜と雪の回廊観光キャンペーン
　八幡平市ほか
●紫波町城山桜まつり
 4月下旬～5月上旬　紫波町二日町字向山ほか
●不動の滝まつり
 ５月３日（日）　八幡平市高畑　桜松公園内

●姫神山山開き
 5月中旬　盛岡市玉山区馬場字前田
●YOSAKOIさんさ
 ５月下旬　盛岡市大通、盛岡駅前、肴町　他

●啄木祭
 ６月上旬　盛岡市玉山区渋民字鶴塚 55　姫神ホール
●チャグチャグ馬コ
 6月13日（土）　滝沢市鵜飼字外久保　鬼越蒼前神社～盛岡　　　　

　　　　　　　　　八幡宮
●南昌山山開き
 6月7日（日）　矢巾町大字煙山

●大盛岡神輿祭
 6月7日（日）　盛岡市大通

●くずまき高原牧場まつり
 ６月上旬　葛巻町葛巻 40‒57‒176　くずまき高原牧場
●七時雨山山開き
 6月上旬　八幡平市西根寺田　町営七時雨牧野内　七時雨山　
　　　　　　登山道入口

詳しくは、各市町村役場・主催者にお問い合わせ下さい。

各地の行事

NPO法人 グリーンフィールズ
　グリーンフィールズは岩手県沿
岸被災地に花と緑を届ける活動を続
けている。
　代表の吉川三枝子さんは「オープ
ンガーデンいわて」の代表でもある。
本誌65号で盛岡市のハンギングバス
ケット事業に協力している様子を紹
介した。
　東日本大震災の際に県内の花仲
間と「希望の花いわて3.11プロジェ
クト」を立ち上げ、2011年６月から宮古、山田、大槌、 石、大船渡、陸前高
田など各地の仮設住宅や公園、道路沿いに花を植えたりタネを蒔いたりプラン
ターを置いたり。地元幼稚園の子どもたちと花植えや種ダンゴづくりといった
活動も。いまは陸前高田のフラワーロード、大槌の花壇と仮設住宅、大船渡の
保育園などで活動を定例化している。
　昨年からNPO法人グリーンフィールズとして活動。2014年日本フラワービ
ジネス大賞の東日本大震災復興特別賞を受賞した。
　吉川さんは「これから復興する街が花や緑のあふれる美しい街になるように
お手伝いしていきたいと思っています」と話している。

2011.3.11. 東日本大震災 を忘れない
ささえ合うひとびと被災者

支援者 市 民

矢巾町・徳丹城春まつり

■NPO法人 グリーンフィールズ
〒020－0861　岩手県盛岡市仙北3丁目17-15
　　代　表　吉川 三枝子　
　　電話 090 ‒ 6255 ‒ 6790　HP http：//gfi elds.org

「陸前高田のフラワーロード」


